
国有林間伐推進コンクールは、国有林野事業における円滑な間伐の推進及び間伐材の利用促
進を図ることを目的として 平成１４年度から実施しており 今年度で１０回目を迎えました進を図ることを目的として、平成１４年度から実施しており、今年度で１０回目を迎えました。

今年度のコンクールは、国有林における間伐作業に関する技術開発・低コスト化等又は間伐材
の販売促進等に大きく貢献した事例を対象とする「間伐事業部門」について行われ、有識者で構
成する審査委員会による審査を経て、最優秀賞１事例、優秀賞３事例が選ばれました。
森林・林業再生プラン実現のための施策の方向性をとりまとめた「森林/林業の再生に向けた改

革の姿」において、国有林については、その組織・技術力・資源を活用し、我が国森林・林業再生
に貢献することが求められています。

その方向に沿って、低コストで高効率な作業システムの普及・定着に向けた取組を進めており、そ 、 高効 普 定着 、
このコンクールを通じて、間伐作業における低コストで高効率な作業システムの先導的・模範的な
事例のＰＲを行い、引き続き、間伐の推進、間伐材の安定的な供給と利用促進等に一層貢献して
いきます。

各事例の概要各事例の概要

○最優秀賞

四万林業協業組合
（群馬県吾妻郡中之条町）

高性能林業機械とウインチ付きグラップルの連携による生
産性の向上

◆高性能林業機械と高性能林業機械をサポートするウイン
チ付き小型グラップルの連携により、生産性の向上とコスト
低減を図った。

○優秀賞
有限会社愛宝産業
（岐阜県高山市）

高性能林業機械の導入と専門オペレータの配置による生産
性向上と低コスト化の実現

◆路網整備と高性能林業機械の組み合わせに加え、高性
能林業機械の機種ごとに専門のオペレーターを配置するこ
とにより技術の向上を図り、生産性の向上とコストダウンを
実現した。

○優秀賞

有限会社杉下木材
（兵庫県宍粟市）

低質材を含めた間伐材の全量搬出を目指した車両系低コス
ト作業システムの実践

◆端材等を専用フォワーダの上で玉切るなどの工夫によ
り、搬出コストを低く抑え間伐材を全量搬出可能とし、未利
用材の利用拡大に繋がった。

○優秀賞
株式会社永田林業
（鹿児島県出水市）

高性能林業機械の導入など徹底的なコスト縮減の実現

◆作業種毎に高性能林業機械を適切に配置することによ
り、作業効率の向上とコストの低減を図った。



間伐事業部門間伐事業部門 最最優秀賞優秀賞

高性能林業機械とウインチ付きグラップルの連携による生産性の向上
四万林業協業組合（関東森林管理局推薦）

◆高性能林業機械と高性能林業機械をサポートするウインチ付き小型グラップルの連携によ
り、生産性の向上とコスト低減を図った。

ポイントポイント

事業箇所事業箇所

吾妻森林管理署
上沢渡森林事務所部内 唐操原国有林

生産コストの従来方式との比較（円/㎥）

8,000

12,000

上沢渡森林事務所部内 唐操原国有林
●樹種・林齢：スギ・５８年生
●面積：３．８０ｈａ

●本数・材積：１，４４７本／ｈａ
・５５６m3 ／ｈａ

●林地傾斜：平均２５度

12,000

6,000

0

4,000

8,000

従来方式 現行方式

生産性の従来方式との比較（m3/人日）

8.895

10
間伐内容間伐内容

●間伐方法：定性間伐（２回目）
●間伐率：本数比５１％ 材積比３４％
●間伐材積：７２３m3

●Ｈａあたり間伐材積：１９０ m3 8.89

5.43

0
従来方式 現行方式

●Ｈａあたり間伐材積：１９０ m
●平均胸高直径・樹高：２２cm・１９ｍ
●１本あたり材積：０．３６ m3

●路網密度：２６３ｍ／ｈａ





高性能林業機械の導入と専門オペレータの配置による生産性向上と低コスト化の実現
有限会社愛宝産業（中部森林管理局推薦）

間伐事業部門間伐事業部門 優秀賞優秀賞

ポイントポイント

◆路網整備と高性能林業機械の組み合わせに加え、高性能林業機械の機種ごとに専門のオペ
レーターを配置することにより技術の向上を図り、生産性の向上とコストダウンを実現した。

事業箇所事業箇所

飛騨森林管理署
神岡森林事務所部内 中ノ谷国有林
●樹種・林齢：スギ カラマツ・５１～６９年生

生産コストの従来方式との比較（円/m
3
）

12,010

10,000

15,000

●樹種・林齢：スギ、カラマツ・５１～６９年生
●面積：７．７９ｈａ
●本数・材積：８５８本／ｈａ・４８５m3／ｈａ
●林地傾斜：平均２６度

8,735
,

0

5,000

従来方式 現行方式

間伐内容間伐内容

●間伐方法：定性・列状間伐（初回）
●間伐率：本数比３０％ 材積比３０％
●間伐材積：１，１７９m3

●Ｈａあたり間伐材積：１５１m3

生産性の従来方式との比較（m
3
/人日）

5

10

あ 伐 積
●平均胸高直径・樹高：２６cm・１９ｍ
●１本あたり材積：０．５６m3

●路網密度：１４６ｍ／ｈａ

6.21
4.26

0
従来方式 現行方式

【取組内容】

　造林事業を主に実行している事業体が、高性能林業機械の設備投
資を積極的に行い 新しい作業システムにより 短期間に作業効率を

【作業の仕組み】

スイングヤ ダ A作業員（スイングヤ ダ専門）

資を積極的に行い、新しい作業システムにより、短期間に作業効率を
上げるため、専門のオペレーターを配置して、操作技術の早期習得に
努め、高い生産性と低コストを実現し、技術・生産コストの向上が図ら
れた。

（作業効率）
　スイングヤーダ 　　　　　A作業員（スイングヤーダ専門）

　プロセッサー 　　　　　B作業員（プロセッサー専門）

　フォワーダ 　　　　　C作業員（フォワーダ専門）

　グラップル 　　　　　D作業員（グラップル専門）

（作業効率）
・ 機械のオペレータを専門にするこ
　 とで操作技術の熟練が早い。
・ 機械操作の熟練度が増し、生産性
　 が上がる。



低質材を含めた間伐材の全量搬出を目指した車両系低コスト作業システムの実践

有限会社杉下木材（近畿中国森林管理局推薦）

間伐事業部門間伐事業部門 優秀賞優秀賞

ポイントポイント

◆端材等を専用フォワーダの上で玉切るなどの工夫により、搬出コストを低く抑え間伐材を全量
搬出可能とし、未利用材の利用拡大に繋がった。

事業箇所事業箇所

兵庫森林管理署
波賀森林事務所部内 マンガ谷国有林
●樹種・林齢：スギ、ヒノキ・５８年生

生産コストの従来方式との比較（円/m
3
）

9,72310,566

8,000

12,000

●面積：２２．８８ｈａ
●本数・材積：１，３２１本／ｈａ・４７５m3／ｈａ
●林地傾斜：平均３７度 0

4,000

従来方式 現行方式

生産性の従来方式との比較（m
3
/人日）

間伐内容間伐内容

●間伐方法：列状間伐（初回）
●間伐率：本数比３２％ 材積比３２％
●間伐材積：３，３５９m3

●Ｈａあたり間伐材積：１４７m3

生産性の従来方式との比較（m /人日）

6.696.18
4

8

● あたり間伐材積
●平均胸高直径・樹高：２４cm・１７ｍ
●１本あたり材積：０．３８m3

●路網密度：１２２ｍ／ｈａ
0

従来方式 現行方式

一

運材（フォワーダ）造材（ハーベスタ） 積込（グラップル）

一

般

材

小
径

運材（フォワーダ）

間伐材の全量搬出を目指した作業システム
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切り落とす様子



高性能林業機械の導入など徹底的なコスト縮減の実現

株式会社永田林業（九州森林管理局推薦）

間伐事業部門間伐事業部門 優秀賞優秀賞

ポイントポイント

◆作業種毎に高性能林業機械を適切に配置することにより、作業効率の向上とコストの低減を
図った。

事業箇所事業箇所

北薩森林管理署
大口森林事務所部内 間根ヶ平国有林
●樹種・林齢：スギ・４２～４６年生

生産コストの従来方式との比較（円/m
3
）

7 540
10,000

8,000

12,000

●面積：３３．４２ｈａ
●本数・材積：１，１３７本／ｈａ・２６１m3／ｈａ
●林地傾斜：平均２５度

7,540

0

4,000

従来方式 現行方式

生産性の従来方式との比較（m
3
/人日）

間伐内容間伐内容

●間伐方法：列状間伐（初回）
●間伐率：本数比３０％ 材積比３０％
●間伐材積：２，６１８m3

●Ｈａあたり間伐材積：７８m3

生産性の従来方式との比較（m /人日）

5.304.993

6

● あたり間伐材積
●平均胸高直径・樹高：２０cm・１４ｍ
●１本あたり材積：０．２７m3

●路網密度：１４０ｍ／ｈａ
0

従来方式 現行方式

【取組内容】

①　グラップルにウインチを取り付けたことにより、木寄・
　集材の工程アップを図るとともに、作業種毎に高性能
　林業機械を配置し、作業の分業化を行うことにより、
　各オペレーターの作業を単純化し、工程アップとコス
　ト低減を図った。

② 路網作設に当たっては 未利用材等を活用しての

簡易で壊れにくい路網（軟弱路盤補強工）

②　路網作設に当たっては、未利用材等を活用しての
  軟弱路盤及び法面の保護、また、雨水対策として分
　散型排水の施工など、「壊れにくい路網」を作設した。
　　これにより、路網の補修等の手間が軽減され、コス
　ト低減等につながった。
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